
     

地
域
の
実
態 

 

本
巣
市
は
濃
尾
平
野
の
縁
辺
部
に
位
置

し
、
平
成
一
六
年
二
月
に
本
巣
町
・
真
正

町
・
糸
貫
町
・
根
尾
村
が
合
併
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
東
西
一
七
ｋ
ｍ
、
南
北
四
三

ｋ
ｍ
の
市
で
、
北
は
福
井
県
、
西
は
山
県

市
・
岐
阜
市
、
東
は
揖
斐
川
町
・
大
野
町
、

南
は
瑞
穂
市
・
北
方
町
と
接
し
て
い
る
人

口
約
三
万
五
千
人
の
市
で
す
。
今
回
は
、

本
巣
市
の
中
心
に
位
置
す
る
船
来
山
を
中

心
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
る
ふ
る
さ
と

学
習
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

地
域
の
名
産
「
富
有
柿
」
を
学
ぶ 

本
巣
市
の
名
産
「
富
有
柿
」
は
、
御
所

柿
か
ら
生
ま
れ
た
柿
で
、
明
治
二
五
年
に

福
島
才
治
氏
に
よ
り
富
有
柿
と
名
付
け
ら

れ
た
柿
で
す
。
古
く
は
慶
長
三
年
（
１
５

９
８
）
に
、
春
近
村
（
現
在
の
本
巣
市
春

近
）
か
ら
枝
柿
四
百
十
個
を
税
と
し
て
納

め
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
明
治
四
〇
年
に

は
、
本
巣
市
郡
府
の
松
尾
勝
次
郎
、
松
太 

  

     

郎
に
よ
っ
て
植
栽
さ
れ
広
め
ら
れ
ま
し
た
。

船
来
山
は
富
有
柿
畑
の
開
墾
が
な
さ
れ
、

か
つ
て
は
山
全
体
に
富
有
柿
が
栽
培
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
船
来
山
の
麓
に
あ
る
富
有

柿
の
里
で
は
、
毎
年
秋
に
小
学
生
向
け
に

ふ
る
さ
と
学
習
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
場
し
た
児
童
は
富
有
柿
の
歴
史
を
学
び
、

園
内
の
世
界
の
柿
園
で
た
わ
わ
に
実
っ
た

柿
を
見
学
し
ま
す
。
選
果
場
で
は
地
元
の

方
々
が
、
柿
を
選
別
す
る
様
子
を
見
学
し

ま
す
。 

         

         

国
史
跡
を
目
指
す
船
来
山
古
墳
群
と

ふ
る
さ
と
学
習
の
取
り
組
み 

 

船
来
山
に
は
、
古
墳
時
代
に
は
多
く
の

古
墳
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
聖
な
る
山
と
し

て
、
船
来
山
か
ら
見
渡
せ
る
濃
尾
平
野
の

広
い
地
域
か
ら
有
力
豪
族
が
集
結
し
、
尾

根
か
ら
山
麓
ま
で
古
墳
を
造
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
古

墳
は
二
九
〇
基
に
も
の
ぼ
り
、
圧
倒
的
な

数
を
誇
る
大
古
墳
群
で
す
。
本
巣
市
は
現

在
、
船
来
山
古
墳
群
を
国
指
定
史
跡
に
す

る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
、
本
巣
市
の

全
小
学
校
の
六
年
生
約
四
百
名
は
、
社
会

の
授
業
で
古
墳
時
代
の
歴
史
を
学
ぶ
際
に
、

古
墳
と
柿
の
館
に
来
館
し
、
船
来
山
古
墳

群
の
歴
史
を
学
ぶ
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。
本
巣
市
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教 

          

育
の
場
と
し
て
、
船
来
山
古
墳
群
を
保
存

活
用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
す
。 

 

語
り
べ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
の
も
と
、

本
巣
市
の
宝
物
の
船
来
山
古
墳
群
を
学
び

ま
す
。
生
き
た
資
料
と
し
て
船
来
山
古
墳

群
と
そ
の
出
土
品
を
見
学
し
、
学
習
効
果

を
高
め
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
教
科
書
の
内
容
を
も
と
に
作

ら
れ
た
歴
史
創
作
紙
芝
居
の
上
演
を
見
学

し
た
り
、
古
墳
時
代
の
衣
装
を
着
る
な
ど

の
体
験
も
し
ま
す
。
教
科
書
に
載
っ
て
い

る
古
墳
出
土
品
と
同
じ
出
土
品
を
見
学
す

る
こ
と
で
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
よ
う

な
歴
史
が
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
元
の
本

巣
市
に
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

  

本
巣
市 

船
来
山
の
ふ
る
さ
と
学
習
の

取
り
組
み 

船来山古墳群を空から見た絵 

（赤い点がすべて古墳） 

本巣小学校見学の様子 

船来山古墳群から濃尾平野を望む 

船来山から濃尾平野を望む 



         

ふ
る
さ
と
学
習
ロ
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
り
組
み 

合
併
前
か
ら
、
年
二
回
の
船
来
山
赤
彩

古
墳
の
館
特
別
開
館
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
合
併
後
は
、
よ
り
本
巣
市
の
歴

史
と
船
来
山
古
墳
群
へ
の
周
知
と
理
解
を

募
る
た
め
に
、
特
別
開
館
時
に
土
器
づ
く

り
な
ど
を
行
う
歴
史
体
験
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
専
門
家
の
講
師
の
案
内

の
も
と
で
、
よ
り
深
く
歴
史
を
学
び
現
地

見
学
を
行
う
歴
史
文
化
探
訪
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
て
い
ま
す
。
熱
心
に
受
講
し
て
く
だ

さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
を
図
り
、
語
り
べ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
五
年
に
本
巣
市
は
合
併
十
周

年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
と
し
て
さ
ら
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
年
間
講
座
の
ふ
る
さ

と
学
習
ロ
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し

ま
し
た
。
ロ
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

は
、
従
来
の
講
座
に
加
え
、
岐
阜
農
林
高

等
学
校
の
生
徒
と
古
墳
の
測
量
調
査
を
行

っ
た
り
、
里
山
調
査
の
成
果
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
、
船
来
山
古
墳
群
を
保
全
す
る

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

         

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は
、
夏
休
み
の

時
期
な
ど
に
、
将
来
の
手
本
と
な
る
よ
う

な
他
市
町
や
他
県
の
古
墳
公
園
の
見
学
を

開
始
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

は
船
来
山
古
墳
群
の
未
来
を
考
え
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
基
本
構
想
策
定
の
た
め
の
体
験
学

習
・
意
見
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
小
学

生
の
児
童
も
大
人
に
交
じ
っ
て
、
船
来
山

の
現
状
と
将
来
目
指
し
た
い
姿
を
意
見
交

流
し
ま
し
た
。
古
墳
を
保
全
す
る
こ
と
と

と
も
に
、
信
仰
の
山
、
里
山
の
貴
重
な
自

然
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
人
の
想
い
、
知

恵
、
技
を
体
感
で
き
る
「
古
代
と
未
来
の

か
け
橋 

船
来
山
古
墳
群
」
を
基
本
的
な

想
い
と
し
て
、
古
墳
の
保
全
と
濃
尾
平
野

が
一
望
で
き
る
船
来
山
の
自
然
環
境
や
景

観
、
歴
史
、
文
化
資
源
と
の
一
体
的
な
保

存
管
理
、
整
備
活
用
、
市
民
や
地
域
の
参

画
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
維
持
管
理
・
運

営
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
方
針

と
し
て
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。 

        

  

こ
の
ほ
か
ロ
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

市
内
の
遺
跡
と
船
来
山
古
墳
群
を
ぐ
る
り

と
ま
わ
っ
て
見
学
す
る
構
想
の
も
と
で
、

樽
見
鉄
道
や
も
と
バ
ス
を
活
用
し
た
市
内

の
遺
跡
め
ぐ
り
、
ル
ー
ト
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

          

船
来
山
を
本
巣
市
な
ら
で
は
の
特
色

あ
る
学
習
の
場
に 

現
在
本
巣
市
で
は
、
教
員
の
先
生
方
に

よ
る
本
巣
市
小
中
学
校
教
育
研
究
会
に
よ

っ
て
、
教
科
書
副
読
本
「
も
と
す
の
く
ら

し
」
を
改
定
し
、
船
来
山
古
墳
群
を
掲
載

す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
副
読
本
に
よ
っ
て
、
本
巣
市
の
児
童

生
徒
が
、
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
習
を
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自

分
で
疑
問
点
を
見
つ
け
、
自
分
で
調
べ
て

課
題
を
解
決
す
る
等
の
よ
り
深
い
学
び
を

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

か
ら
、
さ
ら
に
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
語
り
べ

が
誕
生
す
る
こ
と
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

真桑小学校見学の様子 

船来山で草刈ボランティアの記

念撮影の様子 

ワークショップでの小学生参加者に

よる発表 

公共交通を活用した遺跡めぐり 


